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世界の書店を旅する 

ホルヘ・カリオン 著 
野中邦子 訳 

本と人と出会い、仲間と集い、ときに抵抗する場として……かつてあった／いまも続く

書店と書店主、そこを訪れ、支えた人びとの営み。その幾多のエピソードに光を当て、

書店の未来に寄りそう紀行エッセイ。「旅」を通じて、書店の歴史をひもとき、日々足

を運ぶ本屋、あるいは旅先での体験を通じて、「私たちにとって書店とは何か」を問い

かける。建築や見た目の美しさだけでなく、「書店」という存在のみが果たしうる有機

的な役割について、本書が訴えかけるものは大きい。 

貴店印 希望数 ISBN978-4-560- 書   名 本体価格 

  

09693-2 
世界の書店を旅する 
［7/2 毎日・読売著者インタビュー、

7/13 日経書評など紹介多数］ 

3,200 円 

 (株)白水社 営業部 TEL 03-3291-7811 
FAX 03-3291-8448 (備考 2-19) 

本屋は、エロスに満ちた空間な

んだよ。本を求める人の欲望

が、空間を支配している。本を

買う人、売る人、それぞれの視

線が行き交い、ぶつかる。本当

の男女の恋が書店から芽生え

ることもあるだろう。ネット書店

で、そんなことが起きるかい？ 

スターリンやヒトラー

が若い頃、どんな書

店に通ったかを知

れば、文化的な背

景も分かる。文学・

文化研究でも、書

店は今後より注目

されると思う 

8 月上旬重版出来 

街の書店の魅力満載 


